




れる。

そこでまず時間的位置について検討すると、史料上

の高野部村は応永26-----明応3年 (1419-----1494)にあら

われる。高野部村が史料に頻出するこの15世紀は、宝

徳 4年銘の巡礼札が象徴するように、鴨田遺跡の中世

集落跡の最盛期に該当している。

つぎに高野部村の地理的位置について検討すると、

史料3に「下坂ノ高野部大蔵高範jとみえる一方、史

料 2に梼厳院荘内の観音寺仏国の作人として f高野部

興一殿Jがみえている。また史料 8から「高野部孫三

郎殿」相伝の田地が、関厳院荘8条6盟30坪・陪 7里

6坪、すなわち現在の「たかなべ橋j付近に所在した

ことが知られる。これらのことから史料上の高野部村

は高鍋村の故地伝承地に所在し、かつ梼厳院・下坂両

荘域にわたるひろがりを有したことがうかがえる。高

野部村の地理的位置は、鴨田遺跡における中世集落跡

の検出位震とまったく一致するといってよい。

そこでさらに史料を検討してみると、いくつかの傍

証を見出すことができる。まず史料4に「高野部浄因

庵正済旬、史料5には「高野部ノ勝楽寺Jとみえるこ

とから、高野辺村には仏僧が居住し、仏堂の存在した

ことが知られる。これは発掘調査により、その存在が

うかがわれた荘境の仏堂に該当する可能性がある。ま

た史料 1・3・7から高野部村の下坂荘側に大蔵殿と

呼ばれた土豪の居住したことが知られる。史料6にみ

える北殿はその呼称から、大蔵殿に対する梼厳院荘側

袈 1 高野部村関係史料一覧

No. 年 次 史料上の高野部村

1 1419 応永26年2月27日 高野部ノ大蔵殿

2 1456 康正2年6丹20日 作人高野部興一殿

3 1459 長禄3年12月18日 下坂ノ高野部大蔵高範

4 1460 寛正元年12月吉日 高野部浄因庵正済

5 1480 文明12年9月5日 高野部ノ勝楽寺

6 1480 文明12年9月5日 高野部ノ北殿

7 1481 文明日年7月24日 高野部大蔵殿

8 1494 明応3年12月5日 高野辺孫三郎

9 1634 寛永11年 辰巳村

10 1706 宝永3年 7月上句 高鍋村道場惣中

11 1792 寛政4年 大辰巳村

の土豪とみられる。両氏の居館等はいまだ未発見なが

ら、大蔵殿については 9条 7里14坪の小字f竹前J(館

前に音通)付近、北殿については 8条 7里 4坪の小字

「太郎殿町J(坂田太郎季時屋敷跡の伝承地②)付近

を、一応その候補地としてあげることができる。

以上のように、史料から知られる高野部村の様相は、

伝承・地名・発掘調査等から判明する鴨田遺跡の中世

集落跡のそれとよく一致することがわかる。この集落

跡が史料にみえる高野部村そのものに該当することは

ほぼ確実と考えられる。

4.高野部村と辰巳村

浄土真宗仏光寺派の大辰巳道場には宝永 3年銘の親

驚画像が伝世し、それには「高鍋村jと墨書される。

一方寛永11年成立の『近江国御高帳Jには「辰巳村j

とみえ、以降の郷l脹類もすべてこの表記を用いている

ことから少辰巳村こそ江戸時代を通しての公称であっ

たと考えられる。

伝承によれば、辰巳村の呼称は巽の方向に移住した

ことに因むという。しかし大辰巳町の現集落は高野部

村故地からみて条里方位で西、真北を基準にすると北

東方向にあり、必ずしも南東方向に位置しているとは

いえないP高野部村故地の 8条 7里 6坪の小字「樋口」

には、その小分名として「炭巴Jが知られることを考

慮するとP高野部村の 8条域はもともとこのように称

されていた可能性が高い。高鍋村が異称としてしか伝

史 料 . 出典

観音寺文書 f改訂坂田郡志 7j P 392 

観音寺文書 『改訂坂田郡志 7j P 407 

観音寺文書169 『山東町史j史料編P143-----144 

観音寺文書172 『山東町史j史料編P145 

観音寺文書 『改訂坂田郡志5j P 683 

観音寺文書 f改訂坂田郡志2j P 436 

観音寺文書335 『山東町史j史料編P227-----228 

線持寺文書31 『改訂坂田郡志7JP 83'"'-'84 

近江国御高l脹 滋賀県立図書館蔵

親驚画像 『改訂坂田郡志6J P 474;"__'475 

近江木間接 f近江史料シリーズ 7J P38 
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存しなかったのは、辰巳村が高野部村の有力な後身で

あったとしても、そのすべてを継承したわけではなか

ったためだろうP

付記

江戸時代に辰巳村を領した彦根藩は、同郡内の同名

村(現長浜市山階町)と区別するため、便宜的に「大」

字を付したらしいP現行町名とおなじ木辰巳村はその

慣用化の所産とみられ、寛政4年成立の『近江木間接j

に初見される。行政地名としての採用は明治維新後で

ある。 ¥

(重田勉・北村圭弘)

註 j

① 『近江坂田郡志下巻.] P104/坂同郡教育会/

1913 (賢美閣/1980復刻)

② たとえば大辰巳町の北東約1.3Kmに位置する長

浜市今川町の例がある(北村圭弘「長浜市今川町の

「野爪の樋JJr滋賀文化財だよりNo.170.]側滋賀県文

化財保護協会/1992)。

③ 小字名については長浜市教育委員会資料による。

④ 北村圭弘 f長浜新川中小河川改修工事にともなう

鴨田遺跡発掘調査報告書 1.]P 2/滋賀県教育委員

会・(財)滋賀県文化財保護協会/1989

⑤ 大辰巳町在住の勝見さよ氏のご教示による。

⑥ 長浜土木事務所長浜新川改修工事課主任技師国友

良行氏のご教示による。

⑦ f平成 7年度滋賀県遺跡地図j滋賀県教育委員会/

1995 

③ 昭和46年度の調査時は勝町遺跡として報告されて

いる(大江命ほか「勝町遺跡Jr国道 8号線長浜バイ

パス関連遺跡調査報告IH滋賀県教育委員会・腕滋

賀県文化財保護協会/1973)。

⑨ 当該地付近(坂田郡 8条 7里)は中島川による濯

瓶域であり、建永元年 (1206)に青蓮門跡領坂田新

荘が立荘する(a北村圭弘「近江田坂田荘の開発

(上・中)Jr紀要第 5・6号』働滋賀県文化財保護

協会/1992・1993およびb北村長弘「滋賀・鴨田遺

跡Jr木簡研究第15号J木簡学会/1993)。

⑩ 註④文献で、報告の遺構番号には Iを付す。

⑪ 巡礼者の出身地は東は遠江国、西は長門国におよ

ぶが、その来訪は宝徳4年 3'"'-'5月というごく短い

期間に限られている(重田勉「滋賀・鴨田遺跡、Jr木
簡研究第16号J木簡学会/1994)および註⑨文献

b)。その理由は明確でないが、たとえば本来の巡礼

道で交通障害がおこり、当該地に迂回道がひらかれ

たことなどが考えられる。

⑫ 銅製花瓶・燭台のような貴重品までわざわざ土坑

に破棄している(重田勉 1M区・鴨田遺跡の調査結

果Jr長浜新川中小河川改修工事にともなう発掘謂査

報告書V大成亥遺跡II.鴨田遺跡IV.]滋賀県教育委

員会・償却滋賀県文化財保護協会/1997)

⑬ 巡礼札は宝徳 4年以降も奉納された状態で伝世し、

集落の放棄にあたって処分されたと考えられる。

⑬ 註⑫文献で報告の遺構番号にはIVを付す。

⑮ 中村林一『長浜の傑里』長浜市教育委員会/1962

⑬ a r改訂近江国坂田郡志第 2巻.] P 13'"'-'21、

40'"'-'42/坂田郡教育会/1941(日本史料刊行会/

1975復刻)、 br日本歴史地名大系25・滋賀県の地名j

P 917'"'-'918‘933'"'-'934/平凡社/1991、および註⑨

a文献

⑫巡礼者が来訪する交通の要路であり、かつ荘境に

位置することから、純粋な農村というよりもむしろ

市的な要素を有した可能性がある。

⑬ a r改訂近江国坂田郡志第 2・5・7巻.] (日本史

料刊行会/1975復刻)、 b r山東町史・史料編J山東

町/1986、c滋賀県地方史研究家連絡会『近江史料

シリーズ 7近江木間捜(第 3分冊)j滋賀県立図書

館/1990

⑮ 註⑬b文献P932

⑫宮成良佐「第 1章第 3節米づくり・村づくりJ
『長浜市史 1.]P 100'"'-'103ほか/長浜市/1996

⑫ 『改訂近江国坂田郡志第 6巻.] (日本史料刊行会/

1975復刻)P453では「高野部浄回庵正済Jと判読さ

れている。

⑫ 註④文献P2

⑫ 註⑬b文献P1168参照

⑫ 「滋賀県小字取調書JU角川日本地名大辞典25・

滋賀県.] P1124/角川書底/1979)

⑫ 堂前神社跡は現在も大成亥町民によって信仰され

ることから、高野部村の一部(9条域)は同町にう

けつがれたとみられる。大成亥町は大辰巳町の関連

地名とも受け取れるが、その由来は下坂荘を領した

下坂氏館の北東(乾)に位置することに図る可能性

が高い。おそらく下坂荘側の高野部村は、その廃絶

時にすでに存在した戊亥村に吸収されたのだろう。

⑫ 渡辺恒一「資料翻刻・御台所入井御給所御物成高

小物成定納開方改出諸事留Jr研究紀要第 7号.] P 

8/彦根市立彦根城博物館
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